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はじめに

　「平成27年度山口県教育推進の手引き」によると、知・徳・体の調和のとれた教育の推進に関する施策の

１つとして、キャリア教育の推進を挙げている。そして、キャリア教育の主な推進指標として、表１のよう

なものを掲げている。

　山口県の小学校では、第４学年になる

と、「二分の一成人式」（以下「１/２成

人式」とする）が、総合的な学習の時間の

学びと関連付けながら実施されることが多

い。高学年を担任することの多かった筆者

も、平成25年度は小学校第４学年の担任と

なり、小学校教師生活初めてで最後となる

「１/２成人式」を実施した。

　平成25年度の勤務校1)においても、「１/２成人式」は恒例の行事となってきており、第４学年になると、

どの学級においても、保護者から「『１/２成人式』を実施する期日を教えてほしい」という問い合わせが

多数ある。「１/２成人式」というイベントに対する期待の大きさが伺われるとともに、毎年行われるもの

であるという前提で、新年度がスタートする。子どもたちも、保護者と同様の反応を示す。

　「１/２成人式」は、子どもや子どもの成長にかかわってきた人々にとって、成長を実感するとともに、

未来を展望できる有意義なイベントである。しかし、これまで筆者が敢えて実施しなかった理由は２つある。

　まず、これまでも第４学年を担任したことはあったが、「１/２成人式」とは違った学びの場の開発に力

を注いでいたというのが」理由である。「１/２成人式」が山口県の公立小学校で実施されることが多く

なってからは、山口大学教育学部附属光小学校に勤務2)しており、キャリア教育にかかわる他の単元を開発

し、その単元の学びが子どもの今後の在り方や生き方の道しるべとなるようにしてきたからである。

　また、「１/２成人式」の内容が、学芸会的になっている場合もあり、その練習のみを総合的な学習の時

間にあてるというのは、探究的学びを保障することをねらうという趣旨からそれてしまうと考えていたこと

ももう１つの理由である。

　先にも述べたが、保護者の「１/２成人式」に対する期待は大きい。子どもや保護者が楽しみにし、有意

義だと感じている恒例行事を実施し、子どもや保護者の期待に応えることは学校運営上大切にしなくてはな

らない視点である。筆者自身、「１/２成人式」を否定しているわけではなく、「１/２成人式」と関連付け

られた総合的な学習の時間が、当日の出し物の練習だけに終わらず、子どもが、自分の今や過去を見つめ、

未来への展望を自分なりにもっていく過程を大切にする学びの場を開発する必要性を感じていたのである。

主な推進指標
基準値

(計画策定時)
最新値

H27末
目標値

H29末
目標値

「１/２成人式」や「立志式」
を行っている公立学校の割合

小63.2%
中14.6%
（H24）

小91.4%
中66.9%
（H25）

増加
させる

増加
させる

体験的なキャリア教育(職場
見学，職場体験活動，イン
ターンシップ，大学・企業訪
問等)を実施した公立学校の
割合

小100%
中100%
高90.7%
（H25）

小 100%
中 100%
高94.5%
(H25)

小100%
中100%
高100%

小100%
中100%
高100%

表１　山口県キャリア教育推進指標

(「平成27年度山口県教育推進の手引き」山口県教育委員会，p.26,2015)
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１．研究の目的と視点、方法

　本研究では、「１/２成人式」を迎えるまでの過程や終了後

の学びの在り方に着目し、イベントで終わらない「１/２成人

式」の在り方を模索していきたいと考えた。そこで、以下の手

立てを行うことにした。

・自分の成長にかかわってきた人々の思いや願いにふれる手立て

・自分の成長を支えた存在に気付く手立て

・自分の「過去」と「現在」を比較し、成長を実感する手立て　等

　そして、子どもの調査活動や自分見つめ等をもとに、「１/

２成人式」のシナリオを作成することにした。

　また、表２にあるように、D.E.スーパーのキャリアにかかわる

発達段階において、「空想期」（４〜10歳）の終わりが近づいた第４学年の子どもが、次の「興味期」（11〜

12歳）を迎えるための橋渡しとなるような子どもの発達段階に応じた単元を開発していきたいと考えた。そ

こで、好みが志望と活動の決定要因となる「興味期」の特徴をとらえ、その期に向かって成長を促すように、

以下のような手立てを行うことにした。

・自分の好きなもの（人・物・出来事等）を見つめる活動

・好きなものに接している自分の心の動きや行動等について見つめる活動

・自分なりに目指したい「未来」の自分像とそこにたどり着くまでの道のりをイメージする活動

　これらの手立てを円滑に行い、子どもが調査において、学びを深める情報を得て、研究の目的を達成でき

るようになるために、保護者との連携の取り方も模索することにした。

２．単元の実際

２－１　「過去」の自分について見つめる

２－１－１　保護者との連携の取り方

　　　　図１　「１/２成人式」の意図やインタビュー実施のお願い等を伝える学年通信

表２　Ｄ.Ｅ、スーパーによるキャリアに

　　　かかわる発達段階

（三村，pp.16〜17，2004.）
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　図１は、「１/２成人式」の意図やインタビュー実施のお願い等を、保護者に伝えるための学年通信であ

る。学校からの各種通信を活用し、学校における教育の意図、担任の思いや願いを伝え、保護者との協力体

制をつくり、共に子どもの成長をサポートできるようにしていった。

２－１－２　追求を深めていくための内容や方法等の見える化

　学年通信や学級通信等を用いて、単元のねらいや教師の意図、ねらいを達成するために必要な情報等の見

える化を図った。通信によるお願いや学校における子どもへの指導は、通常の手立てである。しかし、それ

だけでは一人ひとりが学びを充実させるために必要な情報を得ることができない場合もある。そこで、図２

の文書も配布し、学校において、子どもに最低限必要な質問事項を把握させ、家庭においても、保護者がど

のような内容について、どの程度の具体性をもって反応したらよいか、とらえることができるようにした。

図２　子どものインタビューに対する保護者としてのかかわり方を見える化するための文書
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　図２の文書は、筆者自身が小学校第６学年の頃に、両親にインタビューをしたことや子どもの頃の記憶等

をもとに作成した。

　表３は、図２で例示した課題解決を図る上で最低限必要な質問事項と、その質問をする意図である。

表３　質問事項の例とその質問をする意図

　インタビュー調査をし、自分の成長にかかわってきた人々の思いや願いにふれることで、自分のことをか

けがえのない存在として接してくれている家族や身近な人々の存在に支えられながら、今の自分があること

に気付くことができるようにした。

　また、複雑な家庭環境の子どももいるため、一人ひとりの子どもが置かれた状況に配慮し、誰もが周りの

人々とのかかわりの中で、自分の成長を実感できるようにした。

２－２　「現在」の自分を見つめる

　まず、子どもたちにとって、

自分の「過去」や「未来」より

は見つめやすいと考えられる

「現在」について、図３のよう

なワークシートにまとめさせた。

　「ぼく・わたしのみ力」の部

分は、自分ではなかなか見いだ

せない場合があるので、友達に

聞きながら記述する子どもが多

数いた。

　「自分が気に入っている人・

物・出来事など」「自分をささ

えている物・出来事・時間など」

を記述させた意図は、自分の成

長や自分の「現在」を支えてい

る人・物・出来事などに気付く

ことによって、周囲への感謝の

気持ちが芽生えたり、自分の心

が安定するもととなるものに気

付いたりすることができると考えたからである。そして、自分を支えている人・物・出来事等が存在してい

ることに気付けた子どもは、今後、もしも、辛いことに出会ったり、壁にぶち当たったりした際にも、それ

らの存在を頼りにしたり、励みにしたりする等して、前に歩み出すことができるようになると思ったからで

ある。

　また、「気に入っている」「好き」と思っている存在を見つめさせることで、表２にも挙げたように、こ

れから「空想期」から「興味期」に入っていく発達段階の子どもたちに、自分が興味・関心をもっている存

在について自覚させたいと考えた。

質問事項の例 質問をする意図

命名の意味 ・自分の名前の意味に込められた家族の思いや願いに気付かせる

小さい頃の

エピソード

・今に至るまでに、色々な出来事があり、そのたびに、家族も喜んだり、心配し

たり、悩んだりしながら、自分を見守り、支えてくれていたことに気付かせる

小さい頃好きだった

物・出来事等

・好きな物や出来事等が変容することによる成長に気付かせる

・自分がこだわり続けている物・出来事等に気付かせる

・人意外にも、自分を支えている存在があることに気付かせる

成長したと思うこと
・自分では気付くことができない自分の成長を家族に教えてもらうことで、自己

肯定感を高める

願っていること ・家族が、今後の自分の成長を楽しみにしてくれていることに気付かせる

図３　Ａ児の「現在」見つめワークシート
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２－３　「過去」「現在」見つめをもとに、「未来」に自分が歩むであろう道筋をイメージする

２－３－１　未来への道イメージマップを作成させる意図

　「空想期」まっただ中、「興味期」へとさしかかっ

た発達段階にいる子どもたちにとって、将来就きたい

と思っている職業は、明確である必要はないと考えた。

「就きたい職業が明確になっている子ども」、「なりた

い大人像はもっているが、就きたい職業は決まっていな

い子ども」、「自分の好きなことと関連した職業に就き

たいと思っている子ども」等、様々であるが、第４学年

の発達段階において、自分の持ち味や能力と選んだ職業

の整合性を問うことはふさわしくないと考えた。「就き

たい職業が明確になっている子ども」にとっても、その

職業に就くために必要な資質や能力等を身に付ける方途

ばかりを追求させる学びもふさわしくないと考えた。第

４学年の段階においては、自分の「未来」に向けての多様な可能性を見いださせるような学びがふさわしい

と考えた。

　しかし、これから子どもたちが成長していく過程において、壁や困難等が立ちはだかることも少なからず

あるのは事実である。そのために、未来への道イメージマップには、「もしも、困った時には？」という枠

を設け、プラスのことだけで

なく、マイナスのことに対す

る対処の仕方についても、考

えさせた。図４と図５は、Ａ

児とＢ児が記述したものであ

る。

　マイナスかと思えるような

時において、自分の「未来」

に向けて前向きに歩み出すた

めの手立てをイメージさせて

おくことは、今後の子どもの

日常生活を充実させていくた

めにも、必要なことであると

考えた。自分なりの壁や困難

等の乗り越え方をとらえてお

くことで、自分の夢が一旦破

れてしまったとしても、別の道

筋からそこにたどり着こうとするエ

ネルギーや方途を見いだすことがで

きるようになると考えた。道が閉ざ

されてしまったとしても、全く別の

道を自分の決断で歩むことになった

としても、自分の在り方・生き方に

誇りをもちながら、納得した人生を

歩むための指針を見いだしていくこ

とができるようになると考えた。

　未来への道イメージマップを一

人ひとりの子どもが作成し、「１/

２成人式」当日、会場となる体育

館に図６のように掲示した。そう

図４　Ａ児の記述

図５　Ｂ児の記述

図６　「１/２成人式」当日の会場掲示
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することで、保護者や地域の人々、学校関係者に、「１/２成

人式」までの子どもの追求の様子や、10才の子どもとしての

「未来」に対する思いや願い、これまで支えてくれた存在へ

の感謝の気持ち等が伝わっていくようにした。総合的な学習

の時間の時間において、このような表現物をグループで作成

する場合が多いが、一人ひとりに１枚の模造紙にまとめさせ

た。一人ひとりにまとめさせた理由は、自分の人生の主人公

は自分自身であるとともに、学びの主人公も子ども一人ひと

りでなければならないと考えるからである。参観しにきた保

護者にとっても、誰かが頑張る「１/２成人式」ではなく、自

分の子どもの成長を実感できるものとならねば、実施する意

味や価値は薄らいでしまうと考えた。

　子どもたちは、図７のように、友達のまとめ方を参考にし

たり、互いの持ち味や成長について話し合ったりする等しながら、未来への道イメージマップを仕上げて

いった。

２－３－２　未来への道イメージマップの記述から

　図８は、Ｃ児の未来への道イメージマップである。

Ｃ児は、毎日の自主学習においても、これまで学ん

だ説明文の文章構成や書きぶりの工夫等を生かしな

がら、昆虫についての説明文をいくつもまとめて提

出しているほどの昆虫好きである。写真５を見ると、

「今がんばっていること」「現在の自分を支えてい

る存在」「未来の自分の姿」等、至る所に大好きな

昆虫が登場している。Ｃ児は、未来への道イメージ

マップをまとめることで、昆虫は自分とは切り離せ

ない存在であることを再確認していったことが分か

る。

図８　　昆虫は自分とは切り離せない存在

　　　　であることを再確認したＣ児の表現物

図７　未来への道イメージマップを作成し

ている子どもたち
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　図９は、Ａ児の未来への道イメージマップであ

る。Ａ児は、日常生活において、どのようなこと

にも一生懸命自分と向き合いながら取り組むこと

ができる子どもである。図９を見ると、自分が目

指したい姿を明確にもつとともに、自分の支えと

なっている言葉を数多くもっていることが分かる。

また、目指す姿にたどり着くまでに出会うであろ

う困難をイメージし、そうなった時に自分の支え

となる「負けた分だけ強くなれる」「マイナスを

プラスに変える」という言葉も挙げながら、なん

としても自分の在りたい姿に近づきたいと思って

いることが分かる。このことから、Ａ児は、前向

きな気持ちをもち続けた人生を歩みたいという思

いや願いを強くもっていることが分かる。

２－４　「１/２成人式」当日の内容の吟味

２－４－１　発表内容の決定について

　「１/２成人式」の内容は、歌を歌ったり、将来

の夢を宣言したりするだけのものではなく、子ど

もたちが追求してきたこと、それをもとに感じた

り分かったりしたこと等を盛り込んだり、これま

での成長の過程が伝わったりする内容にした。そ

して、クラスごとに調査の発表内容・方法は工夫

できるようにした。筆者が担任した２組において

は、株式会社クラレ（2013）の「2014年版新小学1

年生の『将来就きたい職業』、親の『就かせたい

職業』」の分析、１組は、これまでのエピソード、

３組は、成人式を迎えた20才対象のなりたい30代

像についての調査、４組は、４学年の子ども全員

対象の将来なりたい職業についての調査をもとに、

発表内容・方法を考えていった。

図９　前向きな気持ちをもち続けたいと願う

　　　Ａ児の表現物

図10　保護者に配布したプログラム図11　筆者の学級の子どもたちの発表の様子
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２－４－２　手紙のやりとりで、思いや願いを伝え合う場の設定

　「１/２成人式」終了後に、家族からの手紙

を受け取ったり、家に帰って、家族に手紙を渡

せたりできるように準備し、日頃は、なかなか

伝えることができない思いを伝え合うことがで

きるようにした。

２－５　「１/２成人式」を迎えるまでの自分

　　　　の追求見つめ

　「１/２成人式」の後には、迎えるまでの自

分の追求を見つめさせた。

　図13は、Ｄ児のワークシートである。

　Ｄ児の記述を見ると、これまで自分の成長に

かかわった人々に対して感謝の思いをもち、そ

れらを自分の姿や行動で伝えようとしているこ

とが伝わってくる。「現在」「未来」の部分の

記述を見ると、「現在」の自分が支えられてい

る存在に気付くとともに、自分の夢を実現させ

るために必要なことについて、少しずつ目が向

いてきていることが分かる。

図12　Ｄ児の「今の自分をささえている存在」

図13　Ｄ児のワークシート

表４　筆者の学級の子どもたちが考えた発表内容の

　　　　　　　　　　　　　　一部を抜粋したもの

　ちなみに、ぼくたちが入学した時の、新入児4000人その親
4000人へのクラレの調査によると子どもが将来就きたい職業、
親が就かせたい職業は、次のようになっていました。
　みなさん、どのような結果になっていると思いますか？
　それぞれの５位までを紹介します。

　まず、子ども部門です。
　男の子の５位は、大工。４位は、消防士。３位は、運転手。
運転士。２位は、警察官。刑事。１位は、スポーツ選手でし
た。
　テレビでよく目にしたり、日頃出会ったり、身近な職業が
多いですね。また、制服がかっこよかったり、物をつくった
りすることにも憧れているのでしょうか。

　女の子の５位は、看護師。４位は、教員・保育士。３位は、
芸能人。タレント・歌手・モデル。２位は、花屋。１位は、
パン屋・お菓子屋・ケーキ屋・パティシエでした。
　パン屋・お菓子屋・ケーキ屋・パティシエは、なんと16年
連続１位だし、それを選ぶ人数も多いです。人のお世話をす
るような職業も、女の子は多かったです。

　次に、親が就かせたい職業についてです。
　男の子の５位は、大工。なんと、子どもと一致しています
ね。４位は、会社員。３位は、医師。２位は、スポーツ選手。
１位は、公務員です。

　女の子の５位は、薬剤師。４位は、教員。保育士。
３位は、パン屋・お菓子屋・ケーキ屋・パティシエ。２位は、
公務員。１位は、看護師です。

　子どもと大人の考えを比較してみると、子どもは、あまり
現実を見なくて、自分の身近なものやテレビではやっている
もの等に影響を受けやすいということが分かりました。親は、
安定していたり、資格が必要だったり、給料が高かったりし
そうなものを選んでいました。
　子どもの将来のことを、心配していることが分かりました。
私たちのことを心配してくれていることは、とても分かりま
すが、もう少し、子どもの夢にも目を向けてくれたらうれし
いです。
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　図14は、Ｅ児のワークシートである。

　「おうちの人へインタビューして感じたこと・考えたことなど」の記述を見ると、Ｅ児は、保護者へのイ

ンタビューを通して、小さい頃の自分の姿を知ることによって、これまで心配をかけたぶんだけ、親を安心

させる過ごし方をしたいという思いや願いを強くしたことが分かる。

　Ｅ児は、内面に強い思いや願いをもっていてもそれらを表出することに対して躊躇してしまったり、積極

的に表出する子どもたちの上手な聞き役に徹したりすることが多かった。しかし、「１/２成人式の練習で

がんばったこと」の記述を見ると、この単元の学びの中で、自分の思いや願い、考え等を姿や行動等で表現

し、伝えたい相手にそれらを届けることの重要性を改めて実感していったことが分かる。

　「『未来への道イメージマップ』をまとめることで、どんなことに気付けたか？」の記述を見ると、この

単元での学びを通して、自分が多くの人に支えられてきたことを実感するとともに、人のためになる職業に

就きたいという思いや願いを強くしていったことが分かる。

図14　Ｅ児のワークシート

図15  Ｆ児のワークシート
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　図15は，Ｆ児のワークシートである。

　「『未来へのイメージマップ』をまとめることで、どんなことに気付けたか？」の記述を見ると、この単

元の学びを通して、自分の魅力がたくさんあることや、自分は多くの人・物・出来事等に支えられているこ

とに気付いていったこと、小さい頃からずっと幼稚園・保育園の先生になりたいと思っていたことに驚きを

感じていることが分かる。

　Ｆ児は、「子どもたちの悲しみも笑顔にできる笑顔でいっぱいの幼稚園・保育園の先生になりたいという

ことに気が付いた」と記述しており、自分が目指していきたい像を、具体像として明らかにしていったこと

も分かる。

おわりに

　小学校における特別活動と総合的な学習の時間の目標を比較してみる。

表５　特別活動と総合的な学習の時間の目標

　表５の下線を引いた部分は、特別活動と総合的な学習の時間に共通している部分であると考える。共に、

協同的な学びの中で、自己の生き方や自己の生かし方等について考え、社会の中に自分なりの居場所を見い

だしていくことをねらう。しかし、それらをねらうための手段が異なり、特別活動においては、「望ましい

集団活動を通して」、総合的な学習の時間においては、「横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して」

となっている。また、育てる資質や能力も少し異なり、総合的な学習の時間においては、各教科等で身に付

けてきた知識・技能等を活用し、磨きをかけていくことも求められる。

　子どもたちは、特別活動の学びの中で、同世代の仲間と共に、「１/２成人式」を企画・運営し、役割を

分担していった。その学びの過程の中で、自分や仲間の持ち味やこだわり等の生かし合いながら、よりよい

表現を生み出していく喜びを味わっていた。

　また、総合的な学習の時間の学びの中で、「１/２成人式」を迎える年齢となった自分を支えてきてくれ

た存在，自分の興味・関心をもっていること等について見つめることで、身近な人々や存在に対して、感謝

の気持ちをもつとともに、今後の自己の生き方についても思いをはせることができた。

　２つの教科等を関連付ける際には、どちらにとってもwin-winな関係になるように計画・実践していくこ

とが大事である。そうしないと、どちらかが、片方の下請けのようになってしまう。それでは、本来のそれ

らの時間の目標を達成することはできないと改めて実感した。
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特別活動の目標 総合的な学習の時間の目標

望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた

発達と個性の伸長を図り、集団の一員としてより

よい生活や人間関係を築こうとする（ア）自主的、実

践的な態度を育てるとともに、自己の生き方につ

いての考えを深め、自己を生かす能力を養う(イ)。

文部科学省 (p.8.2008)

横断的・総合的な学習や探究的な学習を通して、

自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的

に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を

育成するとともに、学び方やものの考え方を身に

付け、問題の解決や探究活動に主体的、創造的、

協同的に取り組む（ウ）態度を育て、自己の生き方を

考えることができるようにする（エ）。

文部科学省(p.10，2008)

＊　下線は筆者
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注

１）筆者は、平成21年度（2009年４月）から、25年度（2014年３月）まで、山口県下松市立公集小学校に勤

務する。この実践は、25年度（2013年12月〜2014年２月）に、第４学年担任として実施したものである。

２）筆者は、平成13年度（2001年４月）から、平成20年度（2009年３月）まで、山口大学教育学部附属光小

学校に勤務する。
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